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研究の概要 

ミリ波レーダによるヒューマンセンシングに関する基礎的研究 

 

近年多発している自然災害や火災から人命を守るにあたって、発災時において人の存在や動きの把握が迅速

かつ確実な避難誘導を実施する上で重要なポイントの 1つであるが、混乱した状況下においては困難を極める

ことも少なくない。従来から監視カメラの映像を用いて人の動きを把握することがおこなわれてきたが、映像

には顔など個人を特定できる情報が含まれている可能性が高く、近年のプライバシー保護意識の高まりの中

で、個人情報を含む映像の扱いが課題となるようになってきた。 

これに対して、近年、FMCW レーダ（周波数変調連続波レーダ）の利用により、個人を特定する映像等の情報

を取得することなく人の動きや位置の把握をおこなったり、呼吸や心拍のセンシングをおこなったりする技術

の研究が多く報告されている。本研究は、こうした技術を応用し、主に 79GHz 帯のミリ波レーダ（ARIB STD-

T111）によって得られる情報をパターン認識技術によって分析する手法を基本に、人の数や位置の情報を障害

物に影響されることなくリアルタイムに取得するための技術的基盤の確立を目的とする。 

 

 

 

災害や火災に対する対策は、国に関わらず必要とされるものであり、近年の技術発展の成果を具体的にそ

の対策に活かすことは喫緊の課題である。こうした中、災害大国といわれる日本が、世界の先頭に立ってこ

の分野での研究を進めることは意義深いことと考えている。また、本研究における成果は、防災分野だけで

なく、感染症の拡大防止や雑踏事故防止のための人の流れや群衆の状況の把握など、幅広い分野での活用が

期待できる。 

 

【論文】 

「伝達関数を利用した少数サンプルからの辞書画像の推定」 

【研究会報告】 

「文字認識における少数サンプル辞書画像の推定～活字デーヴァナーガリ文字を例として～」 

 

図 FMCWレーダによるヒューマンセンシング 
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